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笠
間
三
男
也
さ
ん（
常
盤
町
）は
、中
学

校
の
教
員
を
40
年
勤
め
、会
北
中
学
校
な

ど
の
校
長
を
歴
任
し
ま
し
た
。退
職
後
に
、

喜
多
方
市
体
育
協
会
の
会
長
を
務
め
、現

在
も
顧
問
と
し
て
、長
き
に
わ
た
り
本
市

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
思
い
と
、今
回
決
定

し
た
聖
火
リ
レ
ー
へ
の
期
待
を
お
聞
き
し

た
と
こ
ろ
、１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
ポ
ス
タ
ー
集
を
眺
め
な
が
ら
嬉

し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
今
で
も
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
盛
り

上
が
り
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。当
時
、私
は
山

都
第
三
中
学
校
に
お
り
、授
業
で
、オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
ス
ラ
イ
ド
映
像
を
生
徒
に
見
せ

た
と
き
の
喜
び
は
す
ご
か
っ
た
。あ
の
感

動
や
喜
び
が
喜
多
方
で
見
ら
れ
る
と
は
。

　

聖
火
リ
レ
ー
を
迎
え
る
こ
と
は
大
変
光

栄
な
こ
と
で
す
。ぜ
ひ
子
ど
も
た
ち
に
は

期
待
し
て
待
っ
て
い
て
ほ
し
い
。

　

そ
し
て
、来
年
の
本
大
会
で
は
、子
ど
も

た
ち
な
ど
多
く
の
皆
さ
ん
と
、大
き
な
ス

ク
リ
ー
ン
で
競
技
観
戦
が
で
き
た
ら
嬉
し

い
で
す
」

東京2020オリンピック
聖火リレーのルートに決定

「希望の道を、つなごう。」をコンセプトにした聖火リ
レーは、令和２年３月26日（木）にスタートし、３日間
で県内25市町村をリレーします。

令和２年３月27日（金）

―
 

喜
び
の
声
、続
々
と ―

　聖火リレーが喜多方を
通ることは、ここに住む
皆の気持ちが一体となる
とても素晴らしい機会だ
と思います。

グレン スミスさん（24歳）
米国出身  ＡＬＴ講師

　一市民として感謝して
います。聖火リレー当日
は市民で沿道を埋め尽く
し、ランナーに声援を送
れるよう働きかけます。

田沢 一夫さん（69歳）
喜多方市体育協会長

　聖火リレーが喜多方を
通るなんてすごいと思い
ました。聖火が来る日を
楽しみに待っています。

秋山 優大さん（塩川小６年）
塩川陸上スポーツ少年団

　聖火を迎えることは、
私たちスポーツ選手にも
大きな励みになります。
これからも頑張っていき
ます。

菅野 桃子さん（高校１年）
喜多方高校ボート部

笠間 三男也さん（86歳）  喜多方市体育協会顧問
かさ  ま　   み　お　や

▲ 笠間さん所有の
　 1964年の東京
　 五輪のポスター

▲ 笠間さん所有の
　 1964年の東京
　 五輪のポスター

蔵のまちを駆け抜ける

た  ざわ   かず  お あきやま   ゆうだい かん  の     もも  こ
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東京2020オリンピック聖火リレー
のルートに決定

行政区長会議・行政区長連合会総会

きらレポvol.30

わくわく！いきいき！高齢者  

健康だより

拓け喜多方　まなびのトビラ
（生涯学習だより）
                                
喜多方フォトニュース

情報ステーション
補助・支援／募集

お知らせ／春の叙勲／パブリックコメント

国民健康保険税の改正／年金

県立病院跡地の基本構想を策定／ごみの
分別徹底に協力を／消防団活動にご理解
とご協力を

国民健康保険限度額適用

後期高齢者医療制度被保険者証の更
新と保険料のお知らせ

ニホンザルの位置情報提供開始

集落支援員が農山村集落を支援／指
定管理者の募集

相談／休日当番医

わくわく市政ふれあいトーク／美術
館／図書館

喜多方の企業  キラリと輝く事業所
紹介／人口

広報きたかた　2019. ７　③

　

全
て
の
人
々
を
対
象
と
し
、そ
の
地
域

で
活
動
し
て
い
る
人
を
中
心
に
選
定
し
ま

す
。聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に
応
募
す
る
た
め
の

要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
２
０
０
８
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
。た
だ
し
、 

２
０
２
０
年
３
月
１
日

（
聖
火
リ
レ
ー
開
始
月
の
初
日
）時
点
で
、

18
歳
未
満
の
方
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要

で
す
。 

②
原
則
と
し
て
、走
行
を
希
望
す
る
各
都

道
府
県
に
ゆ
か
り
が
あ
る
方（
現
時
点
、ま

た
は
過
去
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る

方
な
ど
）と
し
ま
す
。 

③
自
ら
の
意
思
で
火
を
安
全
に
運
ぶ
こ
と

が
で
き
る
方
。た
だ
し
、介
添
え
ス
タ
ッ
フ

（
介
添
者
）の
サ
ポ
ー
ト
は
必
要
に
応
じ
て

可
能
で
す
。

　

こ
の
他
、政
治
的
・
宗
教
的
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
場
合

や
、公
職（
国
会
議
員
、地
方
公
共
団
体
の

議
員
・
首
長
）な
ど
に
あ
る
方
は
聖
火
ラ

ン
ナ
ー
に
な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、ラ
ン
ナ
ー
１
人
当
た
り
の
走
行

距
離
は
、約
２
０
０
㍍
で
す
。

　

  

生
涯
学
習
課  

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
24
）５
３
２
７

　

本
市
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の「
復
興
あ

り
が
と
う
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」に
な
っ
て
い

ま
す
。詳
し
く
は
、Ｐ
11
の
学
び
の
と
び
ら

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問

聖
火
リ
レ
ー
の
ラ
ン
ナ
ー
に
な
る
に
は…

聖火ランナー応募方法
　聖火リレープレゼンティングパートナー（スポン
サー）４社と、各県実行委員会の合計５回の応募が可
能です。
① 日本コカ・コーラ株式会社
② トヨタ自動車株式会社
③ 日本生命保険相互会社
④ 日本電信電話株式会社（ＮＴＴ）
⑤ 各都道府県実行委員会
　応募期限は、８月31日（土）までです。詳しくは、各
応募先の専用ウェブサイトをご覧ください。

南会津町
⑲

南会津町
⑲

⑰
三
島
町

⑰
三
島
町

下郷町
⑳

下郷町
⑳

喜多方市
⑯

喜多方市
⑯

会津若松市
⑱

会津若松市
⑱

猪苗代町
⑮

猪苗代町
⑮

㉒須賀川市㉒須賀川市

本宮市
㉔

本宮市
㉔

いわき市
③

いわき市
③

④
川内村
④

川内村
②広野町②広野町
①楢葉町①楢葉町
⑤富岡町⑤富岡町
⑥大熊町⑥大熊町

⑧浪江町⑧浪江町
㉓田村市㉓田村市
葛尾村⑦葛尾村⑦

福島市
⑭
福島市
⑭

⑬
川俣町
⑬

川俣町

飯舘村
⑫

飯舘村
⑫ 南相馬市

⑨
南相馬市
⑨

⑩相馬市⑩相馬市

㉑
白河市
㉑

白河市

郡山市
㉕
郡山市
㉕

⑪新地町⑪新地町

グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ー
ト

（
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
）

１
日
目
セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
会
場

　
　
（
雲
雀
ケ
原
祭
場
地
）

２日目セレブレーション会場
（鶴ヶ城公園市営駐車場）

３日目セレブレーション会場
（開成山公園自由広場）

聖火リレーの県内ルート概要
①～⑨１日目（３月26日）　⑩～⑱２日目（３月27日）　⑲～㉕３日目（３月28日）
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【
空
き
家
、空
き
地
対
策
に
つ
い
て
】

　

空
き
家
、空
き
地
は
、依
然
と
し
て
増
加

傾
向
に
あ
り
、生
活
環
境
や
景
観
上
も
好

ま
し
く
な
い
た
め
、サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充

実
や
再
生･

解
体
撤
去
補
助
金
の
増
額
な

ど
更
な
る
対
策
を
要
望
し
ま
す
。

　
　
　

空
き
家
は
、広
報
紙
な
ど
で
適
正

管
理
や
支
援
制
度
を
周
知
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、建
築
景
観
係
を
設
置
し
、空
き

家
対
策
の
体
制
強
化
と
、平
成
30
年
度
に

は
新
た
な
補
助
金
を
創
設
し
ま
し
た
。空

き
地
は
、土
地
所
有
者
へ
除
草
な
ど
適
切

な
管
理
を
お
願
い
し
て
お
り
、今
後
も
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
業
務

を
周
知
す
る
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
改

善
に
努
め
ま
す
。

【
国
道
４
５
９
号
を
跨
ぐ
日
中
線
記
念
自

転
車
歩
行
者
道「
地
下
道
」・「
横
断
歩
道

橋
」設
置
と
周
辺
の
整
備
拡
充
に
つ
い
て
】

　

し
だ
れ
桜
並
木
道
は
、多
く
の
方
々
で

賑
わ
い
ま
す
が
、松
山
地
内
の
国
道
を
渡

る
際
、横
断
歩
道
を
通
ら
な
い
方
が
多
く

危
険
で
す
。交
通
事
故
対
策
や
桜
並
木
の

景
観
を
楽
し
む
た
め
、地
下
道
や
歩
道
橋

設
置
と
村
松
駅
跡
地
周
辺
へ
の
公
衆
ト
イ

レ
、タ
ワ
ー
設
置
な
ど
の
整
備
を
要
望
し

ま
す
。

　
　
　

横
断
施
設
は
、用
地
確
保
な
ど
が

必
要
な
た
め
、散
策
の
際
は
、東
側
の
横
断

歩
道
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。駅
跡
地

周
辺
は
、広
場
と
し
て
、イ
ベ
ン
ト
時
は
仮

設
ト
イ
レ
設
置
場
所
と
し
て
活
用
し
て
い

ま
す
が
、こ
の
辺
り
は
、周
囲
か
ら
見
え
に

く
く
、夜
間
は
人
通
り
も
少
な
い
た
め
、公

衆
ト
イ
レ
設
置
は
防
犯
上
難
し
く
、タ

ワ
ー
設
置
も
周
囲
に
住
宅
が
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
配
慮
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

【
国
道
４
５
９
号
と
県
道
交
差
点
へ
の
信

号
機
設
置
に
つ
い
て
】

　

こ
こ
は
、変
則
的
な
交
差
点
で
す
が
、生

活
道
の
ほ
か
通
学
路
で
も
あ
り
、ま
た
、季

節
に
よ
り
交
通
量
が
急
増
す
る
危
険
な
箇

所
で
す
。安
全
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、信

号
機
設
置
を
再
度
要
望
し
ま
す
。

　
　
　

こ
こ
は
、昨
年
か
ら
減
速
マ
ー
ク

や
交
差
点
内
の
赤
色
化
な
ど
、注
意
を
促

す
処
置
が
さ
れ
、車
両
の
一
旦
停
止
に
効
果

が
表
れ
て
い
ま
す
。今
後
も
状
況
に
応
じ

た
柔
軟
な
対
応
に
つ
い
て
、喜
多
方
警
察

署
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
ま
す
。

【
市
道
上
岩
崎
・
大
峠
線
の
架
橋「
大
橋
」の

拡
幅
に
つ
い
て
】

　

こ
の
路
線
は
、入
田
付
と
市
街
地
を
結

ぶ
唯
一
の
生
活
道
路
で
迂
回
路
も
な
い
こ

と
か
ら
、地
域
住
民
の
安
心
安
全
確
保
の

た
め
、交
通
量
・
相
互
通
行
の
実
態
把
握

な
ど
と
併
せ
、大
橋
拡
幅
の
早
期
実
現
を

要
望
し
ま
す
。

　
　
　

大
型
車
は
、１
日
約
20
〜
１
５
０

台
通
行
し
ま
す
が
、新
た
な
操
業
予
定
も

あ
る
た
め
、実
態
を
把
握
し
、住
民
説
明
会

で
報
告
し
ま
す
。今
後
は
、橋
梁
長
寿
命
化

修
繕
計
画
に
基
づ
き
維
持
管
理
に
努
め
、

通
行
実
態
に
応
じ
、注
意
看
板
な
ど
の
対

策
を
講
じ
ま
す
。ま
た
、安
全
通
行
を
企
業

に
要
請
し
、連
絡
会
設
置
な
ど
も
検
討
し

ま
す
。

【
通
学
児
童
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
】

　

市
道
１
ー
１
号
線
は
、関
柴
町
平
林
政
所

地
内
の
Ｊ
Ａ
倉
庫
よ
り
歩
道
幅
が
一
部
狭

く
、児
童
が
通
学
の
際
、危
険
な
こ
と
か
ら

安
全
確
保
の
た
め
、車
道
と
の
境
界
に
危

険
防
止
用
ポ
ー
ル
設
置
を
要
望
し
ま
す
。

　
　
　

４
月
、関
柴
小
付
近
の
要
望
箇
所
へ

二
重
の
外
側
線
を
施
工
し
、安
全
対
策
を
図

り
ま
し
た
。ま
た
、路
肩
が
狭
い
区
間
は
、通

学
児
童
の
安
全
確
保
の
た
め
、外
側
線
に

よ
る
歩
行
区
間
確
保
や
ポ
ー
ル
な
ど
の
設

置
に
つ
い
て
、関
係
機
関
と
協
議
し
ま
す
。

【
お
ぐ
に
交
流
の
郷（
旧
雄
国
分
校
）の
駐

車
場
等
の
整
備
に
つ
い
て
】

　

こ
こ
は
、Ｖ
ー

Ｌ
ｏ
ｗ
施
設
建
設
に
伴
い

約
60
％
舗
装
さ
れ
ま
し
た
が
、雨
水
排
水

対
策
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、雨
水
は
南

側
入
口
付
近
の
低
い
部
分
へ
集
中
し
、路

肩
の
土
砂
が
流
失
し
ま
す
。今
後
、集
中
豪

雨
時
な
ど
で
、住
宅
に
甚
大
な
被
害
を
及

ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
た
め
、早
急
に
排
水
対

策
と
未
舗
装
部
分
の
舗
装
を
併
せ
て
要
望

し
ま
す
。

　
　
　

今
後
、有
効
な
排
水
対
策
や
舗
装
に

つ
い
て
地
元
関
係
者
な
ど
と
協
議
し
ま
す
。

【
慶
徳
地
区
濁
川
河
川
敷
内
の
樹
木
伐
採

と
堤
防
の
草
刈
り
及
び
巡
回
に
つ
い
て
】

　

樹
木
が
年
々
成
長
し
、周
囲
の
水
田
や

畑
作
物
の
生
育
不
良
や
不
法
投
棄
、品
質

低
下
を
招
く
カ
メ
ム
シ
発
生
も
危
惧
さ
れ

る
た
め
、定
期
的
な
伐
採
と
堤
防
草
刈
、不

法
投
棄
防
止
の
巡
回
を
要
望
し
ま
す
。

　
　
　

今
回
、国
の
対
策
と
し
て
緊
急
性

に
応
じ
順
次
樹
木
伐
採
を
行
い
ま
す
。な

お
、堤
防
除
草
は
、資
機
材
な
ど
の
貸
与
制

度
を
活
用
し
、地
域
の
皆
さ
ん
に
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
と
の
こ
と
で
す
。ま
た
、不
法

投
棄
防
止
の
た
め
、巡
視
強
化
や
看
板
活

用
な
ど
関
係
者
と
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

【
豊
川
小
学
校
南
側
市
道
へ
の
融
雪
装
置

設
置
お
よ
び
市
道
拡
幅
に
つ
い
て
】

　

こ
こ
は
、幅
員
が
狭
く
、特
に
冬
期
間
は

積
雪
に
よ
り
車
両
交
差
が
難
し
い
路
線
で

す
。歩
道
は
通
学
路
で
も
あ
り
、交
通
量
が

多
い
朝
夕
は
児
童
へ
の
危
険
が
高
ま
る
こ

と
か
ら
、融
雪
装
置
設
置
と
市
道
拡
幅
を

要
望
し
ま
す
。

　
　
　

児
童
ク
ラ
ブ
館
開
館
も
あ
り
、冬

行政区長の皆さんが行政区長の皆さんが

地域づくりを提案・要望地域づくりを提案・要望
【
喜
多
方
地
区
】 

代
表  

齋
藤　

義
人
さ
ん

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

【
松
山
町
】   　

代
表  

穴
澤　

仲
雄
さ
ん

【
上
三
宮
町
】 
代
表  

上
原  

安
一
郎
さ
ん

【
岩
月
町
】   　

代
表  

矢
吹　

清
光
さ
ん

【
関
柴
町
】   　

代
表  

江
川　

正
則
さ
ん

【
熊
倉
町
】   　

代
表  

内
海　

成
和
さ
ん

【
慶
徳
町
】   　

代
表  

岩
崎　

昭
博
さ
ん

【
豊
川
町
】   　

代
表  

花
見　

俊
春
さ
ん

回
答
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期
間
、児
童
の
安
全
確
保
の
た
め
、優
先
度

の
高
い
路
線
と
し
て
除
雪
状
況
を
的
確
に

確
認
す
る
と
と
も
に
、今
後
の
除
雪
状
況

を
踏
ま
え
融
雪
装
置
の
必
要
性
も
検
証
し

ま
す
。豊
川
小
前
の
横
断
部
分
は
舗
装
劣

化
が
著
し
い
た
め
早
急
に
補
修
し
ま
す
。

な
お
、拡
幅
に
つ
い
て
は
、「
豊
川
・
慶
徳

線
」完
成
に
よ
り
交
通
量
変
化
な
ど
が
想

定
さ
れ
る
た
め
、そ
れ
ら
を
把
握
し
対
応

を
検
討
し
ま
す
。

【
野
生
鳥
獣
被
害
の
防
止
対
策
に
つ
い
て
】

　

ク
マ
や
サ
ル
な
ど
が
人
家
近
く
に
も
頻

繁
に
出
没
し
、農
作
物
被
害
も
深
刻
化
し

て
い
る
た
め
、地
域
ぐ
る
み
で
の
対
策
を

は
じ
め
、指
導
者
の
派
遣
や
地
域
リ
ー

ダ
ー
・
実
施
隊
の
育
成
な
ど
、対
策
の
充

実
強
化
を
、ま
た
、河
川
の
環
境
整
備
を
、

引
き
続
き
県
や
関
係
機
関
へ
働
き
か
け
る

よ
う
要
望
し
ま
す
。

　
　
　

鳥
獣
被
害
防
止
は
、喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、「
生
息
環
境
整
備
」「
有
害
捕
獲
」

「
被
害
防
除
」の
３
本
柱
を
中
心
に
進
め
て

い
ま
す
。地
域
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
住
民

主
体
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、新
規
狩
猟
者
を
育
成
し
ま
す
。ま
た
、

近
隣
町
村
と
連
携
し
、協
力
体
制
を
確
立

し
対
策
を
強
化
し
ま
す
。な
お
、河
川
の
樹

木
伐
採
は
引
き
続
き
県
に
要
望
し
ま
す
。

【
塩
川
駅
東
西
自
由
通
路
整
備
事
業
の
促

進
に
つ
い
て
】

　

駅
前
地
区
の
活
用
や
安
心
安
全
な
通
学

路
の
確
保
、Ｊ
Ｒ
利
用
者
の
利
便
性
向
上

な
ど
の
た
め
、早
急
な
事
業
着
工
、完
成
を

要
望
し
ま
す
。

　
　
　

周
辺
道
路
や
駐
車
場
整
備
な
ど
、

駅
周
辺
の
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
実
現
の

た
め
、都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
に
よ
り

進
め
て
い
ま
す
。今
年
度
も
、引
き
続
き
県

や
Ｊ
Ｒ
東
日
本
な
ど
と
連
携
し
、早
期
着

手
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

【
堂
島
運
動
広
場
お
よ
び
宿
泊
施
設
取
壊

し
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
】

　

こ
こ
は
、地
域
住
民
が
維
持
管
理
を
行

い
、健
康
増
進
を
目
的
に
利
用
し
て
き
ま

し
た
が
、他
団
体
と
利
用
日
が
重
な
り
使

え
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
、地
域
住
民

が
自
由
に
使
え
る
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、遊
具
・
ト
イ
レ
を
整
備
し
、ま
た
、跡

地
は
、サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
的
な
施
設
へ
の

整
備
を
要
望
し
ま
す
。

　
　
　

広
場
貸
し
切
り
の
場
合
、事
前
に

利
用
申
請
が
必
要
で
す
が
、そ
れ
以
外
は

自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。今
後
、利
用
日
が

重
な
っ
た
場
合
は
、地
域
行
事
を
優
先
に

調
整
し
ま
す
。遊
具
・
ト
イ
レ
の
整
備
は
、

隣
の
公
園
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。ま

た
、跡
地
は
、近
隣
施
設
の
臨
時
的
駐
車
場

な
ど
を
想
定
し
、整
備
を
検
討
し
ま
す
。

【
姥
堂
地
区
の
公
共
施
設
整
備
に
つ
い
て
】

　

周
辺
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

早
急
な
対
策
が
必
要
で
す
。若
者
定
住
や

移
住
の
促
進
に
は
、イ
ン
フ
ラ
整
備
が
最

重
要
で
あ
り
、地
域
活
性
化
や
人
口
増
加

も
見
込
ま
れ
る
た
め
、老
朽
化
施
設
建
て

替
え
や
橋
本
前
田
団
地
の
居
住
環
境
の
再

整
備
、子
育
て
世
代
住
宅
の
整
備
な
ど
、若

者
が
定
住
し
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境

整
備
を
要
望
し
ま
す
。

　
　
　

市
営
住
宅
長
寿
命
化
を
進
め
て
お

り
、水
洗
化
な
ど
の
居
住
環
境
や
既
存
住

宅
の
有
効
活
用
、子
育
て
世
帯
向
け
住
宅

整
備
な
ど
、魅
力
あ
る
居
住
環
境
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、市
総
合
計
画
の
各
施
策

と
連
携
し
、若
い
世
代
を
は
じ
め
多
く
の

方
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
住
環
境

整
備
を
進
め
ま
す
。

【
通
学
路
へ
の
信
号
機
設
置
に
つ
い
て
】

　

駒
形
小
児
童
は
、北
山
会
津
若
松
線
を

利
用
し
て
い
ま
す
が
、交
通
量
が
多
く
危

険
な
こ
と
か
ら
、「
子
ど
も
見
守
り
隊
」の

協
力
な
し
で
は
、道
路
横
断
の
安
全
が
確

保
で
き
な
い
た
め
、押
し
ボ
タ
ン
式
信
号

機
の
設
置
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

　
　
　

継
続
し
て
喜
多
方
警
察
署
に
要
望

し
、県
公
安
委
員
会
に
上
申
さ
れ
て
い
ま
す

が
、引
き
続
き
信
号
機
設
置
基
準
の
柔
軟

な
対
応
と
交
通
安
全
予
算
の
確
保
を
要
望

し
ま
す
。今
後
も
交
通
ル
ー
ル
や
運
転
マ

ナ
ー
啓
発
な
ど
安
全
対
策
に
努
め
ま
す
。

【
地
域
連
携
道
路「
国
道
４
５
９
号（
堂
山
・

藤
沢
・
見
頃
の
各
工
区
）」・
主
要
地
方
道

「
喜
多
方
西
会
津
線（
環
境
セ
ン
タ
ー
入
口

か
ら
慶
徳
峠
ま
で
）、会
津
坂
下
山
都
線

（
河
原
田
工
区
）」の
改
良
整
備
促
進
に
つ

い
て
】

　

３
路
線
と
も
通
勤
、物
流
、観
光
な
ど
に

利
用
さ
れ
、生
活
や
経
済
活
動
に
欠
か
せ

な
い
、ま
た
、緊
急
輸
送
路
に
も
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
重
要
路
線
で
あ
る
た
め
、早

期
改
良
整
備
を
要
望
し
ま
す
。

　
　
　

今
年
度
、国
道
は
、用
地
補
償
や
改

良
工
事
を
実
施
し
、早
期
供
用
に
向
け
た

整
備
を
、喜
多
方
西
会
津
線
は
、最
も
緊
急

性
の
高
い
区
間
の
詳
細
設
計
を
、ま
た
、会

津
坂
下
山
都
線
は
、早
期
供
用
に
向
け
そ

れ
ぞ
れ
整
備
を
推
進
す
る
と
の
こ
と
で

す
。今
後
も
国
・
県
に
対
し
、更
な
る
整
備

促
進
に
つ
い
て
要
望
活
動
を
行
い
ま
す
。

【「
雷
神
山
花
の
森
づ
く
り
」事
業
へ
の
支

援
に
つ
い
て
】

　

雷
神
山
周
辺
は
、阿
賀
川
を
眺
望
で
き

る
遊
歩
道
や
福
寿
草
生
息
地
が
あ
り
、多

く
の
観
賞
者
が
訪
れ
ま
す
。こ
れ
ら
を
一
体

的
に
観
光
地
と
し
て
花
木
類
の
維
持
管
理

を
す
る
に
は
高
齢
化
と
人
手
不
足
の
中
で

は
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、地
域
や
行
政

と
連
携
し
つ
つ
関
係
者
の
意
欲
高
揚
と
継

続
的
に
取
り
組
む
た
め
、専
門
ス
タ
ッ
フ

増
員
な
ど
の
支
援
を
要
望
し
ま
す
。

　
　
　

今
年
度
、臨
時
職
員
１
人
の
雇
用

と
県
事
業
に
よ
る
移
植
作
業
委
託
や
誘
客

拡
大
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
ま
す
。こ
れ

ら
に
よ
り
活
動
の
負
担
軽
減
や
観
賞
者
数

の
増
加
を
図
る
と
と
も
に
、事
業
の
結
果

を
踏
ま
え
、有
効
な
支
援
策
を
検
証
し
ま

す
。今
後
も
市
や
県
の
補
助
事
業
な
ど
を

取
り
入
れ
な
が
ら
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
　

総
務
課　
行
政
係

☎（
24
）５
２
０
４

問

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

【
塩
川
地
区
】   　

代
表  

筒
井　

弘
さ
ん

【
熱
塩
加
納
町
】  

代
表  

安
田　

茂
さ
ん

【
堂
島
地
区
】   

代
表  

髙
橋　

賢
作
さ
ん

【
姥
堂
地
区
】   　

代
表  

入
岡　

正
さ
ん

【
駒
形
地
区
】   

副
代
表  

須
田　

繁
さ
ん

【
山
都
町
】   　

代
表  

木
須　

行
孝
さ
ん

【
高
郷
町
】   　

代
表  

横
山　

和
也
さ
ん
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樺
太
で
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
と

の
こ
と
で
す
が
、喜
多
方
と
は
何

か
縁
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。

　

終
戦
後
に
樺
太
か
ら
引
上
げ

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
き
、当
時

の
松
山
村
で
は
引
き
上
げ
住
宅

を
整
備
し
、受
け
入
れ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

そ
れ
以
来
、喜
多
方
が
好
き
に

な
り
定
住
し
て
い
ま
す
。

バ
ス
ガ
イ
ド
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
何
で
す
か
。

　

中
学
・
高
校
と
も
に
陸
上
部

に
所
属
し
活
発
な
性
格
で
し
た
。

ま
た
、人
と
話
す
こ
と
が
大
好
き

だ
っ
た
の
で
、担
任
の
先
生
に
勧

め
ら
れ
て
バ
ス
ガ
イ
ド
に
な
り

ま
し
た
。

　

ぶ
ら
り
ん
号
は
、大
好
き
な
喜

多
方
で
バ
ス
ガ
イ
ド
の
経
験
を

生
か
せ
る
と
思
い
志
望
し
ま
し

た
。

ガ
イ
ド
の
業
務
で
感
じ
る
喜
多

方
の
魅
力
は
？

　

喜
多
方
の
観
光
名
所
は
、教
科

書
に
載
っ
て
い
る
よ
う
な
有
名

な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、一
つ

一
つ
成
り
立
ち
を
説
明
す
る
と
、

と
て
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

ま
す
。観
光
地
と
し
て
有
名
に

な
っ
た
諸
説
も
あ
り
、知
れ
ば
知

る
ほ
ど
面
白
い
街
で
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
は
、

何
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
か
。

　

自
分
の
能
力
を
生
か
せ
る
職

場
が
あ
れ
ば
、誰
で
も
活
躍
で
き

る
と
思
い
ま
す
。あ
と
は
、お
互

い
を
思
い
や
る
心
が
あ
れ
ば
い

い
と
思
い
ま
す
。

　

ぶ
ら
り
ん
号
の
運
転
手
は
６

人
い
ま
す
が
、そ
の
日
の
コ
ン
ビ

で
話
し
合
い
、楽
し
く
業
務
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。

風
評
被
害
・
人
口
減
少
な
ど
た

く
さ
ん
の
課
題
に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
は
、ど
ん
な
こ
と
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
か
。

　

私
自
身
は
、観
光
客
の
皆
さ
ん

に
存
分
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た

め
に
新
し
い
情
報
も
取
り
入
れ
、

常
に
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
明
る
く

元
気
に
対
応
し
て
い
ま
す
。こ
れ

か
ら
は
観
光
以
外
に
も
喜
多
方

の
魅
力
を
発
信
で
き
た
ら
い
い

で
す
ね
。

ぶ
ら
り
ん
号
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

文
化
財
を
巡
る
バ
ス
な
の
で
、

観
光
客
だ
け
で
な
く
、市
内
の
児

童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ

乗
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。長

床
が
あ
る
熊
野
神
社
は
、国
や

県
・
市
指
定
の
文
化
財
の
宝
庫

で
す
。知
恵
を
授
け
る
と
い
う
文

珠
様
な
ど
、自
由
研
究
に
も
お
勧

め
で
す
。

今
後
の
抱
負
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　

元
気
で
楽
し
く
生
活
し
て
い

く
た
め
に
は
、健
康
で
仕
事
に
や

り
が
い
を
持
っ
て
生
き
る
こ
と
。

お
客
さ
ま
と
の
会
話
と
笑
顔
か

ら
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

首
都
圏
か
ら
の
リ
ピ
ー
タ
ー
も

増
え
て
い
る
の
で「
楽
し
か
っ
た
。

ま
た
来
る
ね
！
」と
多
く
の
方
に

言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、さ
ら
に

喜
多
方
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

　
　

企
画
調
整
課　
企
画
調
整
班

☎（
24
）５
２
０
９

問 取
材
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

１
９
３
９
年
に
樺
太
で
生
ま
れ
、１
９
４
８
年
９
月
に
喜
多
方
へ
移

住
。喜
多
方
商
工
高
等
学
校
商
業
科
を
卒
業
後
、会
津
バ
ス
喜
多
方
営
業

所
に
入
社
し
、バ
ス
ガ
イ
ド
と
し
て
勤
め
て
き
た
。ガ
イ
ド
の
中
で
も
会

津
全
域
の
観
光
ガ
イ
ド
が
で
き
る
数
少
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。

　

長
男
家
族
は
東
京
在
住
。夫
は
他
界
し
、現
在
は
、次
男
夫
婦
と
孫
の
４

人
暮
ら
し
。市
内
循
環
バ
ス
ぶ
ら
り
ん
号
の
ガ
イ
ド
と
し
て
活
躍
中
。

ま
ち
な
か
循
環
バ
ス  

ぶ
ら
り
ん
号

白
田  

千
恵
子
さ
ん
に
聴
く

愛するぶらりん号をバックに
バスガイドの白田さん・運転手の要さん

し 

ら　

  

た　
　
　
　

ち　
　

 

え　
　

 

こ

１日乗り放題　大人５００円　子ども３００円
１回乗車　　　大人２００円　子ども１００円
詳しくはこちらの紹介ページをご覧ください。

運行期間 ４月６日から11月30日までの土、
日、祝日運行

料　　金

ぶらりん号



広報きたかた　2019. ７　⑦

《
平
成
29
年
度
も
の
忘
れ
検
診
２
３

１
名
》

　

先
月
号
で
は「
も
の
忘
れ
検
診
の

平
均
点
」を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

簡
易
認
知
機
能
検
査（
12
点
満

点
）の
結
果
、全
体
の
平
均
点
は
８
・

24
点
と
な
り
ま
し
た
。

《
年
代
別
の
平
均
点
》

・
65
歳
〜  

９
・
82
点

・
70
歳
代  

８
・
78
点（
▲
１
・
04
点
）

・
80
歳
代  

７
・
61
点（
▲
１
・
17
点
）

・
90
歳
代  

６
・
68
点（
▲
０
・
93
点
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

年
代
が
上
が
る
に
連
れ
て
、約
１

点
ず
つ
点
数
が
下
が
り
、認
知
症
の

リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
の
結
果
が
出

ま
し
た
。

《
判
定
の
割
合
》

・
異
状
な
し（
10
点
以
上
）23
・
８
％

・
経
過
観
察（
７
・
５
点
〜
９
・
５
点
）

49
・
８
％

・
要
精
密
検
査（
７
点
以
下
）26
・
４

％と
な
り
ま
し
た
。

　

男
性
の
受
診
が
３
割
程
度
と
少

な
い
状
況
で
す
。男
性
の
方
も
積
極

的
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

  

高
齢
福
祉
課  

地
域
包
括
ケ
ア

推
進
係

☎（
24
）５
２
４
２

問

　
　
　
　
　
　
　

５
月
23
日（
木
）、い
わ
き

　
　
　
　
　
　

市
で
行
わ
れ
た 

「
す
こ
や

　
　
　
　
　
　

か
福
島
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　

太
極
拳
大
会
」に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　

喜
多
方
市
太
極
拳
協
会
所

　
　
　
　
　
　

属
の「
鳳
翔
」チ
ー
ム
が
第

　
　
　
　
　
　

１
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
９
日（
土
）〜
12
日（
火
）に
和
歌
山

県
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

※

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
と
は
、「
全
国
健
康
福

祉
祭
」の
愛
称
で
、60
歳
以
上
の
方
々
を
中

心
と
し
た
健
康
と
福
祉
の
祭
典
で
す
。ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
、地
域
や
世
代
を
超
え
た
交
流

の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

太
極
拳
ゆ
っ
た
り
体
操
は
、県
立
医
科

大
学 

安
村  

誠
司
教
授
・
会
津
保
健
所
・

喜
多
方
市
が
共
同
で
開
発
し
た
介
護
予
防

の
た
め
の
体
操
で
す
。

　

下
肢
筋
力
を
中
心
と
し
た
全
身
の
筋
力

ア
ッ
プ
に
効
果
が
あ
り
、バ
ラ
ン
ス
機
能

の
改
善
、転
倒
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

介
護
予
防
教
室
、地
区
推
進
事
業
、介
護

施
設
な
ど
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。８
月

号
か
ら
体
操
の
動
作
を
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。

　

ゆ
っ
た
り
体
操
の
全
て
の
動
作
を
説
明

し
た
テ
キ
ス
ト
を
販
売
し
て
い
ま
す
。Ｄ

Ｖ
Ｄ
が
つ
い
て
い
ま
す
の
で
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

見
な
が
ら
体
操
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

  

高
齢
福
祉
課  

介
護
予
防
係

☎（
24
）５
２
４
２

▲価格2,000円（税抜）
高齢福祉課で販売中です！

問
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自
覚
症
状
の
出

に
く
い
生
活
習
慣

病
を
早
期
に
発
見

す
る
た
め
に
は
、

特
定
健
診
を
受
診

す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。  

血
液
検
査

や
・
身
体
計
測
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
は
、40
歳
以
上
の
方（
平
成
31
年

４
月
１
日
時
点
か
ら
健
診
当
日
ま
で
、

喜
多
方
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
）が
対
象
で
す
。

※
生
活
習
慣
病
で
治
療
中
の
方
も
対
象

で
す
の
で
、特
定
健
診
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。特
定
健
診
を
受
診
し
な
い
方

で
、通
院
中
に
病
院
で
受
け
た
検
査
結

果
が
健
診
の
全
項
目
実
施
し
て
い
る
場

合
に
は
、検
査
結
果
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。検
査
結
果
提
出
の
用
紙
は
オ
レ

ン
ジ
色
の
健（
検
）診
案
内
の
封
筒
に
同

封
し
て
い
ま
す
。

※

偶
数
年
齢
の
方
が
対
象
で
す
。

 

◆
乳
が
ん
検
診

　

40
歳
か
ら
62
歳

は
施
設
検
診
用
受

診
券
を
、 

64
歳
か

ら
74
歳
の
方
と
、

76
歳
以
上
の
前
回
受
診
者
へ
は
集
団
検

診
用
受
診
録
を
通
知
し
ま
し
た
。

　

集
団
検
診
と
施
設
検
診
は
、ど
な
た

で
も
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。変

更
希
望
者
は
、集
団
検
診
録
、ま
た
は
施

設
検
診
受
診
券
を
持
参
し
、保
健
課
健

康
推
進
室
、ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民

課
で
差
し
替
え
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

集
団
検
診
は
、申
し
込
み
制
で
す
。対

応
可
能
人
数
が
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

次
の
方
は
、市
で
実
施
す
る
乳
が
ん

検
診
を
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

・
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
装
着
者

・
豊
胸
術
や
Ｖ-

Ｐ
シ
ャ
ン
ト（
頭
部
・

腹
部
に
カ
テ
ー
テ
ル
あ
り
）実
施
者

・
妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性
が
あ

る
方

・
授
乳
中
の
方

・「
し
こ
り
」な
ど
の
自
覚
症
状
の
あ
る

方（
検
診
を
待
た
ず
に
医
療
機
関
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。）

 

◆
子
宮
が
ん
検
診

　

20
〜
74
歳
、76
歳
以
上
前
回
受
診
者

に
、子
宮
が
ん
施
設
検
診
受
診
券
を
送

付
し
て
い
ま
す
。集
団
検
診
は
行
い
ま

せ
ん
。

　

施
設
検
診
を
、

早
め
に
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
、肝
炎
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
て
、肝
臓
の
細
胞
を
壊
し

て
い
く
病
気
で
す
。肝
臓
は
沈
黙
の
臓

器
と
言
わ
れ
、ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

も
、ほ
と
ん
ど
の
場
合
自
覚
症
状
が
な

く
進
行
し
、気
付
い
た
と
き
に
は
肝
硬

変
や
肝
が
ん
な
ど
命
に
か
か
わ
る
病
気

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
検
診
は
、40
歳
に
な
る
方
、こ
れ

ま
で
に
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

に
実
施
し
て
い
ま
す
。40
歳
の
方
に
は

６
月
中
に
検
診
案
内
と
問
診
票
兼
受
診

票
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

保
健
課  

健
康
推
進
室

☎（
24
）５
２
２
３

特
定
健
診
は
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

７月から健康診査・各種がん検診・
肝炎ウイルス検診などが始まります

申
問

　健（検）診の通知該当者に、６月中旬からオレンジ色の
封筒で案内通知を発送しています。
　封筒が届いたら、必ず中身を確認してください。
　各健（検）診ごとに、申し込み方法などが異なります。
　健（検）診の機会を利用して、健康管理をしましょう！

婦
人
科
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

健（
検
）診
通
知
が

　

届
か
な
か
っ
た
方
へ

　

特
定
健
診
は
対
象
者
全
員
に
通
知

し
て
い
ま
す
が
、が
ん
検
診
な
ど
は

通
知
対
象
者
が
異
な
り
ま
す
。（
例
え

ば
、乳
が
ん
検
診
の
場
合
、76
歳
以
上

で
前
回
受
診
し
て
い
な
い
方
な
ど
に

は
通
知
し
て
い
ま
せ
ん
）

　

通
知
が
来
て
い
な
い
方
で
も
、対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

４
月
２
日
に
配
布
し
ま
し
た「
健
康

の
し
お
り
」３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
対
象
な
ど
を
確
認
し
て
、問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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「
熱
中
症
」は
、  

高
温
多
湿
な
環
境

に
長
く
い
る
こ
と

で
、  

徐
々
に
体
内

の
水
分
や
塩
分
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

体
温
調
節
機
能
が

う
ま
く
働
か
な
く

な
り
、体
内
に
熱
が
こ
も
っ
た
状
態
を
指

し
ま
す
。屋
外
だ
け
で
な
く
室
内
で
何

も
し
て
い
な
い
時
で
も
発
症
し
ま
す
。

　

め
ま
い
、手
足
の
し
び
れ
、気
分
が
悪

い
、足
が
つ
る
、頭
痛
、吐
き
気
、嘔
吐

　

重
症
に
な
る
と…

…

意
識
消
失
、け

い
れ
ん
、返
事
が
お
か
し
い

　

高
齢
者
は
熱
さ
や
水
分
不
足
に
対
す

る
感
覚
機
能
が
低
下
し
て
お
り
、「
暑

い
」と
感
じ
に
く
く
な
っ
た
り
、喉
の
渇

き
を
感
じ
に
く
く
な
り
ま
す
。ま
た
、暑

さ
に
対
す
る
体
の
調
整
機
能
も
低
下
し

て
い
る
た
め
、注
意
が
必
要
で
す
。

　

室
内
で
は
、遮
光
カ
ー
テ
ン
や
す
だ

れ
を
利
用
し
た
り
、扇
風
機
や
エ
ア
コ

ン
で
適
切
な
温
度
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

外
出
時
に
は
、日
傘
や
帽
子
を
利
用
し

た
り
、日
陰
で
こ
ま
め
に
休
憩
を
取
り

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、室
内
で
も
外
出
時
で
も
、喉
の

渇
き
を
感
じ
な
く

て
も
こ
ま
め
に
水

分
・
塩
分
・
経
口

補
水
液
な
ど
を
補

給
し
ま
し
ょ
う
。

　

エ
ア
コ
ン
が
効
い
て
い
る
室
内
や
風

通
し
の
よ
い
日
陰
な
ど
、涼
し
い
場
所

に
移
動
さ
せ
、衣
服
を
緩
め
体
を
冷
や

し
ま
す
。（
特
に
首
回
り
・
わ
き
の
下
・

足
の
付
け
根
な
ど
）

水
分
・
塩
分
・
経

口
補
水
液
を
補
給

さ
せ
ま
す
。

　

自
力
で
水
が
飲

め
な
い
、  

意
識
が

な
い
場
合
は
、  

す

ぐ
に
救
急
車
を
呼

び
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。今
回
は
タ
バ

コ
の
話
で
す
。子
ど
も
の
診
察
を
し
て

い
る
と
、小
さ
い
お
子
さ
ん
が
い
て
も
、

同
居
す
る
両
親
や
祖
父
母
が
喫
煙
し
て

い
る
家
庭
が
ま
だ
ま
だ
多
い
こ
と
に
気

付
か
さ
れ
ま
す
。

　

家
庭
内
に
喫
煙
者
が
い
る
と
、子
ど

も
に
ど
の
よ
う
な
害
が
及
ぶ
で
し
ょ
う

か
。ま
ず
、そ
れ
ま
で
健
康
で
元
気
だ
っ

た
乳
児
が
突
然
死
し
て
し
ま
う
乳
幼
児

突
然
死
症
候
群
と
い
う
病
気
が
あ
り
ま

す
が
、喫
煙
家
庭
で
は
突
然
死
の
危
険

性
が
約
５
倍
に
高
ま
り
ま
す
。ま
た
、喫

煙
家
庭
で
は
気
管
支
喘
息
、気
管
支
炎

や
肺
炎
な
ど
の
感
染
症
の
発
症
率
が
約

２
倍
に
高
ま
り
ま
す
。タ
バ
コ
の
煙
の

中
に
は
70
種
類
以
上
の
発
が
ん
性
物
質

が
含
ま
れ
、喫
煙
家
庭
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
小
児
が
ん
の
危
険
性
が
高
ま
り
、成

人
し
て
か
ら
も
肺
が
ん
や
動
脈
硬
化
な

ど
の
生
活
習
慣
病
に
か
か
り
や
す
く
な

り
ま
す
。そ
の
他
、む
し
歯
の
増
加
、中

耳
炎
、低
身
長
、集
中
力
の
低
下
や
暴
力

行
為
の
増
加
な
ど
、子
ど
も
の
受
動
喫

煙
の
害
を
挙
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ

ん
。喫
煙
家
庭
で
育
っ
た
子
ど
も
は
、知

能
指
数
が
５
％
程
度
低
く
な
る
と
い
う

報
告
も
あ
り
ま
す
。

　

よ
く
換
気
扇
の
下
や
、ベ
ラ
ン
ダ
や

玄
関
で
吸
っ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
、と

い
う
方
が
い
ま
す
が
、喫
煙
す
る
と
タ

バ
コ
の
煙
の
有
害
物
質
は
毛
髪
や
衣
服

に
付
着
し
て
家
の
中
に
持
ち
込
ま
れ
ま

す
。ま
た
、喫
煙
者
は
喫
煙
後
15
分
以

上
、タ
バ
コ
の
煙
の
成
分
を
高
い
濃
度

で
吐
き
出
し
続
け
ま
す
。喫
煙
者
が
家

庭
内
に
い
る
限
り
、子
ど
も
の
受
動
喫

煙
を
防
ぐ
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
受
動
喫
煙
は
、子
ど
も

の
健
康
に
と
っ
て
有
害
無
益
で
す
。ど

ん
ど
ん
高
く
な
る
タ
バ
コ
代
に
付
き

合
っ
て
タ
バ
コ
会
社
に
多
額
の
お
金
を

払
い
続
け
、そ
の
挙
句
に
自
分
や
家
族

の
健
康
が
損
な
わ
れ
る
、こ
ん
な
不
条

理
な
話
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。喫
煙
し

て
い
る
方
は
、令
和
と
い
う
新
し
い
元

号
に
合
わ
せ
て
、ご
自
身
や
家
族
を
、タ

バ
コ
の
害
か
ら
永
遠
に
解
放
し
て
あ
げ

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　

子
ど
も
の
受
動
喫
煙
の
害

喜多方市 地域・家庭医療センター
「ほっと☆きらり」
医  師　武田 　仁

を
予
防
し
て
暑
い
夏
を

　
　
　
　

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う



　

各
種
団
体
が
計
画
す
る
学
習
会
、そ

の
他
取
り
組
み
に
講
師
を
派
遣
し
、市

民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

◆
対
象

　

過
半
数
が
市
民
で
構
成
さ
れ
る
団
体

な
ど
が
主
催
し
、10
人
以
上
が
参
加
す

る
学
習
会

※

対
象
外
と
な
る
学
習
会

・
公
序
良
俗
に
反
す
る
内
容

・
政
治
活
動
・
営
利
目
的

・
宗
教
団
体
が
実
施

・
他
か
ら
財
政
支
援
を
受
け
て
い
る

・
講
師
が
実
施
団
体
の
構
成
員

◆
派
遣
す
る
講
師

○
団
体
な
ど
が
希
望
す
る
方

○
教
育
委
員
会
が
紹
介
す
る
方

◆
派
遣
回
数
な
ど

　

１
つ
の
団
体
に
つ
き
、１
年
度
内
２

回
ま
で（
１
回
に
つ
き
１
人
を
派
遣
）

※

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
　
　

中
央
公
民
館  

企
画
事
業
係

☎（
24
）４
８
１
１

広報きたかた　2019. ７　⑩☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

生 涯 学 習 だ よ り

問
申

生
涯
学
習
を
行
う
団
体
な
ど
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す

ー  講師派遣の流れ  ー
❶ 事前相談

❷ 申請書の提出

❸ 結果通知

❹ 学習会の実施

　申請者は、派遣を希望する学習会などの日時や会場、
内容について中央公民館に事前に相談します。既に希
望する講師との連絡調整が済んでいる場合は②へ。

　申請者は、実施日の２週間前までに申請書を中央公
民館に提出します。

　中央公民館が申請書の内容を審査し、その結果を申
請者に通知します。（学習回の実施までに、必要に応じ
て講師との打ち合わせを行います。）

　学習会を実施し
ます。申請者は、速
やかに実施報告書
を提出します。
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小
中
学
生
が
社
会
や
世
界
に
向
け
て

考
え
て
い
る
こ
と
、学
校
や
地
域
、友
人

や
家
族
と
の
関
わ
り
の
中
で
感
じ
て
い

る
こ
と
な
ど
、少
年
ら
し
い
自
由
で
素

直
な
感
性
で
意
見
を
堂
々
と
発
表
し
ま

す
。

　

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日　

程   

７
月
20
日（
土
）午
後
１
時

◆
会　

場   

喜
多
方
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル

◆
発
表
者   
小
学
生
17
人
、中
学
生
11
人

※

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　

   

生
涯
学
習
課  
生
涯
学
習
係

☎（
24
）５
３
１
８

生 涯 学 習 だ よ り

問【お詫びと訂正】

〔誤〕オリンピック・ムーブメント
　　アンバサダー　大林  素子

〔正〕オリンピアン　大林  素子

　広報きたかた６月号Ｐ11でお知ら
せした「2019オリンピックデーラン」
について、誤りがありましたので、次
のとおり訂正しお詫び申し上げます。

少
年
の
思
い
に
耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

ー  

７
月
20
日（
土
）  

少
年
の
主
張
喜
多
方
市
大
会
を
開
催  

ー

アメリカ合衆国との「復興ありがとうホストタウン」について知ろう。
　昨年７月に2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会を契機としたアメリカ合衆国の「復
興ありがとうホストタウン」の決定を受けました。
　東京オリンピックの開会式まであと１年。オリンピック・パラリンピックやホストタウンについて、
理解を深め、市民の皆さんで楽しみ、盛り上げていきましょう。

ホストタウンってな～に？
答：2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に参加する国・地域との人的・経済的・
　　文化的な相互交流を図る自治体をいいます。ホストタウンに登録された自治体は、相手国との
　　交流拡大を通して地域活性化を図ります。

復興ありがとうホストタウンってな～に？
答：東日本大震災で被災した時に、復興を支援してくれた海外の国・地域の方々に、震災から復興
　　した姿を見せるとともに、互いの住民との交流を行う自治体をいいます。
　　（岩手県、宮城県、福島県の被災３県が該当。）

どうしてアメリカ合衆国のホストタウンになったの？
答：東日本大震災で被災した時に、姉妹都市ウィルソンビル市の方々から多くの激励メッセージや
　　義援金などをいただきました。この支援に対する感謝の気持ちを伝え、さらなる交流を推進す
　　るため、アメリカ合衆国の「復興ありがとうホストタウン」になりました。

続きは、広報８月号でお知らせいたします。

生涯学習課  スポーツ振興係  ☎（24）5327問


